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研究シーズ概要 

バイオミメティクス（生物模倣）とは、生物の優れ

た構造や機能を工学技術に活かすことで、様々な製品

に応用されています。研究室では、レーザー微細加工

技術を用いて材料表面にナノメートルサイズの微細構

造を形成させることで材料に新しい機能性（撥水

性、抗菌性、無反射性など）を付与させたバイオミ

メティック材料を開発しています。 

【得られた成果】材料：シリコン太陽電池 

① 表面にナノドット構造形成 

結晶性を保持した状態で先端が約 20 nm のナノド

ット構造の形成に成功 

② 光学特性の改善 

表面反射率を約 5％以下に低減 

③ 圧縮応力付与 

表面上に圧縮応力付与に成功 

④ バンドギャップ制御 

圧縮応力付与により、より高いバンドギャップ形成 

進捗状況 着想・構想段階      基礎研究段階      実証段階 

連携研究の 

範囲・方法 
◆レーザー微細加工に必要な基礎データの取得およびそれを基にしたナノ微細加工 

用途・効果 

・市場 
バイオミメティック材料、高効率シリコン太陽電池開発、放射線耐性半導体開発 

研究者の 
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density nanodot structures on silicon solar cell surfaces irradiated by 
ultraviolet laser pulses below the melting threshold fluence”, J. Phys. D: 
Appl. Phys.,57, 385101(2024).  https://doi.org/10.1088/1361-6463/ad58ec 
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